
委員会 新体操強化本部 提案者 村田由香里 承認日 2026/7/17

案件名 2027日本代表（アジア選手権・世界選手権）個人選手選考基準について

１．趣旨
2027世界選手権におけるオリンピック出場枠獲得を最重要目標とし、2026全日本新体操選手権大会を、2027日本代表
個人選手選考における第一次選考会として位置付ける。

世界で戦える選手を選出するため、国内順位のみではなく、国際競技力を意識した選考へ段階的に移行することを目
的とする。

２．第一次選考基準（案）
2026全日本新体操選手権大会において、以下のいずれかの基準を満たした選手を、2027派遣選手選考会（最終選考）
の選考対象選手とする。
【基準A】
4種目合計100.00点以上
【基準B】
いずれか1種目において、25.00点以上を獲得した選手、またはいずれか1種目において、D得点11.0点以上を獲得した
選手
※総合得点では基準に達しない場合でも、将来的な国際競争力を有する選手を評価するための基準とする。
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３．第一次選考通過人数
本第一次選考においては、通過人数の上限は設けず、選考基準を満たした選手すべてに2027派遣選手選考 会
への出場権を付与する。
なお、選考基準を満たした選手が6名に満たない場合は、個人総合順位（4種目合計得点）の上位選手から順に追
加選考し、第一次選考通過者6名を確保する。

４．強化本部推薦選手

怪我または病気等のやむを得ない事情により、選考対象大会へ出場できなかった選手については、救済措置とし
て強化本部推薦選手を選考対象とする場合がある。

推薦にあたっては、過去の国際大会実績、国際競技力、将来性等を総合的に勘案し、強化本部および審判本部
の協議により決定する。
なお、演技中のミスや順位のみを理由とした推薦は行わない。

５．最終選考
1. 2027派遣選手選考会は、2027年3月9日（予定・町田市立総合体育館）に開催予定。
2. 2027派遣選手選考会における最終選考基準については、2026世界選手権終了後、国際大会における採点傾
向や競技レベル等を分析し、強化本部および審判本部において協議の上、決定する。
3. 2027日本代表個人選手は、2027派遣選手選考会における選考基準に基づき決定する。

６．備考
団体は、フェアリージャパン（団体）が日本代表団体チームとして出場する。
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委員会 新体操強化本部 提案者 村田由香里 承認日 2026/7/17

案件名 2027アジアジュニア選手権・世界ジュニア選手権 個人代表選手選考基準について

１．趣旨
2027アジアジュニア選手権および世界ジュニア選手権において、将来世界で活躍できる選手の育成および国際経験の
獲得を目的とする。
そのため、2026全日本ジュニア新体操選手権大会を第一次選考会と位置付け、将来性および国際競技力を有する選
手を選考会へ進出させるものとする。

２．第一次選考基準（案）
【第一次選考】
2026全日本ジュニア新体操選手権大会
対象年齢選手のうち、個人総合8位以内に入った選手を、2027派遣選手選考会の選考対象選手とする。
ただし、該当者が4名に満たない場合は、対象年齢選手の個人総合順位上位者から順に追加選考し、第一次選考通過
者4名を確保する。

なお、選考基準を満たした選手については、通過人数の上限を設けない。
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３．強化本部推薦選手

怪我または病気等のやむを得ない事情により、選考対象大会へ出場できなかった選手については、救済措置とし
て強化本部推薦選手を選考対象とする場合がある。

推薦にあたっては、過去の競技実績、競技力、将来性等を総合的に勘案し、強化本部および審判本部の協議によ
り決定する。なお、演技中のミスや順位のみを理由とした推薦は行わない。

４．最終選考
2027派遣選手選考会
選考基準に基づき、世界ジュニア選手権代表選手、アジアジュニア選手権代表選手を決定する。
各大会の代表人数は、2～3名とする。

５．その他
1. 2027派遣選手選考会は、2027年3月9日（予定・町田市立総合体育館）に開催予定とする。
2. 2027派遣選手選考会における最終選考基準については、2026シーズン終了後の競技動向等を踏まえ、強化

本部および審判本部において協議の上、決定する。
3. 2027アジアジュニア選手権・世界ジュニア選手権代表選手は、2027派遣選手選考会における選考基準に基づ

き決定する。

６．備考
団体については、選抜団体チームを日本代表団体チームとして派遣する。
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